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平成２５年１１月２０日H２５妙高西条農園たより NO８

妙高連山にも１０月中旬に初冠雪があり、その後周期的に寒気が入る事に、平地では雨でも山間部では
紅葉したメグスリノキ雪となることから今では妙高山の中腹まで雪化粧しています。

当農園で栽培しています、メグスリノキもきれいに紅葉してきました。
今年の稲作りを振り返ってみますと、田植え後の５月下旬から６月にか

けつづいた晴天で山間部を主に田植えができなかった箇所がありました。
また、夏には全国的な猛暑がつづき当農園圃場でも、少しでも温度を下

るための水管理と、畔草の除草作業
に追われました。

収穫前の９月中旬からは１８号を
先頭次々に台風が襲来し、農作業が
１週間ほど遅れてしまいました。

しかし、結果は私が父から１０年
収量品質とも最高のコシヒカリが収穫で前に米作りを引き継いでから、

前述しましたように悪条件の重なる中でこのようきほっとしています。
な成果が出たのは、数年前から行ってきた圃場へのミネラル土壌改良
材（マインマグ ）のすき込みと、有機肥料を主とした栽培、暑さにC
耐えた疎植植（４２株）に、徹底した水管理と早期の除草作業などが
幸いしたものと考えています。１株25~30本全て穂が実りました

長雨で畔に亀裂が入った箇所をバックホーと人力で修理
秋の台風等に

よる長雨で畔に
亀裂が入ったた
め、このまま放
置すると来春の
雪解け水等で崩
れてしまうおそ
れがあるため、

直営作業で重
機と人力により
修理作業を行い
ました。

１年の農作業は雪解けを待って、圃場に土壌改良材、有機肥料のすき込み、春の耕耘、代かき、田植え、
除草、秋の刈取り、乾燥、籾摺り、秋のすき込み、耕耘と続きますがどの行程もトラクター、田植機、コン

トラクターの肥料播き機とバインダーの整備作業バイン等の農業機械がな
。くては仕事になりません

これらの機械は田植機
のように１～２日しか使
用しない機械もあります
が、使用後の点検整備が
重要で、これらの作業を
怠ると、来年使おうとし
ても上手く行かないばか
りか、故障の原因になっ
てしまうため、全ての作
業が終了したこの時期の
点検整備は重要な仕事で
す。

来年の梅雨時期以降も美味しいコシヒカリを食べていただきたく、保冷庫を更に１台購入しました。
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